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1

救急救助の
現況
県MC協議会
資料

令和3年中 ％ 3.6% 11.6% 5.6% 12.2% 8.2%

1

救急救助の
現況
県MC協議会
資料

令和3年中 ％ 3.6% 9.5% 4.2% 10.2% 6.1%

1
救急救助の
現況

令和3年中 ％

1
救命救急セ
ンター充実
度段階評価

令和4年 人 542 1,678 880 674 493

1

救急救助の
現況・救急
患者搬送先
医療機関調
査

令和3年中 ％ 45.3% 26.5% 38.0% 44.4% 37.8% 44.5% 45.4%

1
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和４年４
月１日現在

人 5,132 19,125 3,761 16,247 10,988 11,110 6,119

1
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和４年４
月１日現在

人 6,579 6,051 9,836 5,023 4,491

2
救急救助の
現況

令和3年中 件

2
救急救助の
現況

令和3年中 件

2
救急救助の
現況

令和3年中 分 45.6分 48.9分 59.2分 41.6分 45.6分 40.3分 49.3分

2

救急搬送に
おける医療
機関の受入
状況等実態
調査

令和3年中 件 15 363 177 25 5 1 0

2

救急搬送に
おける医療
機関の受入
状況等実態
調査

令和3年中 件 80 234 255 87 28 15 10

軽症患者の救急搬
送要請や二次救急
医療機関の利用が
少なくなっている

二次・三次救
急医療機関
のウォークイ
ン患者数

救急医療提供体制
の現況調べの
ウォークインの受
入数（救命救急セ
ンター）

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

平均搬送時間（全件）

B

第８次新潟県地域保健医療計画 「救急医療」指標

Ａ

別表９の１ 病院収
容所要時間別搬送
人員の状況（入電
から医師引継ぎま
でに要した時間別
搬送人員）

減少させる 31980

増加させる 32 1,719

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

受入困難事例
の件数

重症以上傷病者の
搬送において、医
療機関に４回以上
受入れの照会を
行った件数

減少させる 586件 19174件

患者が適切な救急
医療を受け、救
命・社会復帰・在
宅復帰している

心原性心肺機
能停止傷病者
(一般市民が目
撃した)のうち
初期心電図波
形がVF又は無
脈性VTの１ヶ
月後社会復帰
率

別表20 一般市民が
目撃した心原性心
肺機能停止傷病者
の生存率（10 ヵ年
比較、都道府県
別）

減少させる 72482

短くする 46.9分 42.8分

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

救急救命士に
よる特定行為
件数

特定行為の件数 増加させる 4587 262,645

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

一般市民によ
る除細動が実
施件数

別表17 心肺機能停
止傷病者全搬送人
員のうち、一般市
民により除細動が
実施された件数
（都道府県別）

減少させる 35.8% 44.3%

単位
新潟県 （参考）二次医療圏

（参考）全国 
目標値（R11） 現状値

増加させる 4,267

増加させる 7.0% 6.9%

増加させる 8.6% 11.1%

増加させる 22.7% 21.3%

№ アウトカム 指標名 定義 調査名 調査年

患者が適切な救急
医療を受け、救
命・社会復帰・在
宅復帰している

心原性でかつ
一般市民によ
り心肺機能停
止の時点が目
撃された症例
の1ヶ月後生存
率

別表18 一般市民が
目撃した心原性心
肺機能停止傷病者
の生存率（10 ヵ年
比較、都道府県
別）

患者が適切な救急
医療を受け、救
命・社会復帰・在
宅復帰している

救急受入重篤
患者数の退
院・転院人数

救命救急センター
充実度段階評価
「来院時の年間重
篤患者数」の退
院・転院人数

軽症患者の救急搬
送要請や二次救急
医療機関の利用が
少なくなっている

救急搬送患者
の軽症患者
割合

救急搬送された患
者のうち、傷病程
度が入院加療を必
要としない者の割
合

患者が適切な救急
医療を受け、救
命・社会復帰・在
宅復帰している

心原性でかつ
一般市民によ
り心肺機能停
止の時点が目
撃された症例
の1ヶ月後社会
復帰率

別表18 一般市民が
目撃した心原性心
肺機能停止傷病者
の生存率（10 ヵ年
比較、都道府県
別）

軽症患者の救急搬
送要請や二次救急
医療機関の利用が
少なくなっている

二次・三次救
急医療機関の
ウォークイン
患者数

救急医療提供体制
の現況調べの
ウォークインの受
入数（２次）

重症以上傷病者の
搬送において、現
場滞在時間が３０
分以上の件数

減少させる 709件 34709件

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

受入困難事例
の件数
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2

救急搬送に
おける医療
機関の受入
状況等実態
調査

令和3年中 ％ 1.5% 8.1% 15.3% 1.0% 0.5% 0.1% 0.0%

2

救急搬送に
おける医療
機関の受入
状況等実態
調査

令和3年中 ％ 7.9% 5.2% 22.1% 3.4% 2.9% 1.3% 2.2%

3
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和４年 人 3163 36004 13218 5231 1040 3112 624

3

県県消防課
調べ（救急
搬送受入れ
協議会資
料）

令和４年中 ％ 84.3% 55.3% 46.1% 81.4% 84.2% 94.8% 93.5%

3
救急患者搬
送先医療機
関調査

令和４年中 ％ 94.7% 95.4% 75.9% 99.0% 93.9% 98.7% 98.8%

3
救命救急セ
ンター充実
度段階評価

令和４年 ％

3
救命救急セ
ンター充実
度段階評価

令和４年 人 773 2269 1027 789 538

3
病床機能報
告

令和４年 人 0 1524 0 1346 0 0 0

3
病床機能報
告

令和４年 人 1,836 5,220 0 2,531 1,722 3,408 0

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 回 - 80 - 34 - - -

3

内閣府「医
療提供状況
の地域差」
A205-02

令和2年度 ― 104.9 102.7 - 100.8 - - -

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 回 - 104 - - - - -

3

内閣府「医
療提供状況
の地域差」
K178-04

令和2年度 ― - 87.5 - - - - -

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 回 - 33 - 13 - 25 -

B

B

第８次新潟県地域保健医療計画 「救急医療」指標

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

受入困難事例
の割合

重症以上傷病者の
搬送において、医
療機関に４回以上
受入れの照会を
行った割合

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

救急搬送患者
の圏域内完結
率

救急患者患者のう
ち圏域外に搬送さ
れた患者数/圏域内
救急搬送患者数

減少させる 94.6%

増加させる 83.3% 97.3%

適切な病院前救護
活動が行われ、速
やかに医療機関に
搬送されている

受入困難事例
の割合

重症以上傷病者の
搬送において、現
場滞在時間が３０
分以上の件数

減少させる 6.0% 7.7%

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

医療機関にお
ける救急搬送
応需率

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

ハイケアユ
ニット入院管
理料届出病床
等（４対１看
護病床）で治
療を受けた患
者数

ハイケアユニット
入院管理料届出病
床等、救命救急管
理加算１・３で治
療を算定したを算
定している病床へ
の入院患者数

増加させる 14,717

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

実施基準該当搬送
人員の受入状況

増加させる 66.4%

脳梗塞に対す
るt-PAによる
血栓溶解法の
実施件数
（算定回数）

A205超急性期脳卒
中加算（入院初
日）

増加させる 210

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

脳梗塞に対す
るt-PAによる
血栓溶解法の
実施件数
（SCR）

A205超急性期脳卒
中加算（入院初
日）

上昇させる 92 100.0

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

救急受入重篤
患者数の受入
人数

救命救急センター
充実度段階評価
「来院時の年間重
篤患者数」の受入
人数

増加させる 5,396

単位
新潟県 （参考）二次医療圏

（参考）全国 
目標値（R11） 現状値

減少させる 5.0% 4.3%

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

初期救急医療
機関で休日・
夜間診療を受
けた患者数

初期救急医療機関
における年間救急
患者数（当番対応
時間内）（人）

増加させる 62392

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

救命救急セン
ター充実度段
階評価（S・
A）施設の割合

救命救急センター
充実度段階評価でS
評価・A評価だった
救命救急センター
の割合

№ アウトカム 指標名 定義 調査名 調査年

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

特定集中治療
病床等（２対
１看護病床）
で治療を受け
た患者数

特定集中治療室管
理料、救命救急管
理料２・４を算定
している病床への
入院患者数

増加させる 2,870

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

脳梗塞に対す
る血栓回収療
法の実施件数
（算定回数）

K178-4　経皮的脳
血栓回収術

増加させる 225

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

脳梗塞に対す
る血栓回収療
法の実施件数
（SCR）

K178-4　経皮的脳
血栓回収術

上昇させる 65 100.0

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

くも膜下出血
に対する脳動
脈瘤クリッピ
ング術の
実施件数（算
定回数）

K177　脳動脈瘤頸
部クリッピング

増加させる 121
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3

内閣府「医
療提供状況
の地域差」
K177-00

令和2年度 ― - 53.0 - - - 124.1 -

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 回 - 97 - - - - -

3

内閣府「医
療提供状況
の地域差」
K178-00

令和3年度 ― - 125.3 - - - - -

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 ％ - 15.1 - 18.6 - - -

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 回 - 195 - 82 - - -

3

内閣府「医
療提供状況
の地域差」
K546

令和2年度 ― - 83.8 - 56.5 - - -

3

厚生労働省
「NDB」
（令和３年
度診療分)

令和3年度 回 - - - - - - -

4
県消防課調
べ

令和４年 件 13 329 136 29 5 1 0

4
県消防課調
べ

令和４年 ％ 85.0% 54.5% 45.5% 81.6% 83.6% 95.7% 93.4%

5
地域医療政
策課調べ

令和４年 日

5
地域医療政
策課調べ

令和４年 日

5
NDBデータ
ブック

令和３年度 件 9,775 24,037 7,064 17,064 4,356 14,066 2,003

5
地域医療政
策課調べ

令和４年 日

B

第８次新潟県地域保健医療計画 「救急医療」指標

救急搬送患者が救
急医療機関等から
療養の場へ円滑に
移行できている

緊急入院患者
の平均在床日
数（退院困難
患者）

緊急入院患者平均
在院日数
（退院困難患者）

短くする

救急搬送患者が救
急医療機関等から
療養の場へ円滑に
移行できている

緊急入院患者
の転院数

緊急入院患者の
転院数

短くする

18 15.2

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

くも膜下出血
に対する脳動
脈瘤クリッピ
ング術の
実施件数
（SCR）

K177　脳動脈瘤頸
部クリッピング

上昇させる 62 100.0

救急搬送患者が救
急医療機関等から
療養の場へ円滑に
移行できている

緊急入院患者
の平均在床日
数

緊急入院患者平均
在院日数

来院後90分以
内の冠動脈再
開通達成率
（％）

分子：来院後90分以内冠動脈
再開通件数　算定回数
（K5461
経皮的冠動脈形成術（急性心
筋梗塞）＋K5491 経皮的冠動
脈ステント留置術（急性心筋
梗塞））（入院+外来）
分母：心筋梗塞に対する冠動
脈再開通件数　算定回数
（K5461 経皮的冠動脈形成術
（急性心筋梗塞）＋K5462 経
皮的冠動脈形成術（不安定狭
心症）＋K5462経皮的冠動脈
形成術（その他）＋K5491 経
皮的冠動脈ステント留置術
（急
性心筋梗塞）＋K5492 経皮的
冠動脈ステント留置術（不安
定狭心症）＋K5493 経皮的冠
動脈ステント留置術（その
他））（入院+外来）

増加させる

短くする

高齢の救急患者が
速やかに医療機関
に搬送され治療を
受けている

高齢救急搬送
患者(実施基準
該当)の医療機
関応需率

受入実施基準に該
当する65歳以上の
救急搬送医療機関
応需率

増加させる 1

救急搬送患者が救
急医療機関等から
療養の場へ円滑に
移行できている

緊急入院患者
における退院
調整・支援の
実施件数

A205 救急医療管理
加算かつA246 退院
支援加算のレセプ
ト件数

増加させる 78,365 4,266,854

単位
新潟県 （参考）二次医療圏

（参考）全国 
目標値（R11） 現状値

高齢の救急患者が
速やかに医療機関
に搬送され治療を
受けている

高齢救急搬送
患者(実施基準
該当)の受入困
難事例の件数

受入実施基準に該
当する65歳以上の
救急搬送におい
て、医療機関に４
回以上受入れの照
会を行った件数

減少させる 513

№ アウトカム 指標名 定義 調査名 調査年

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

虚血性心疾患
に対する心臓
血管外科手術
件数

K551冠動脈形成術
（血管内膜摘除)＋
K552冠動脈、大動
脈バイパス移植術
＋K552-2冠動脈、
大動脈バイパス移
植術（人口心肺を
使用しないもの)

増加させる 136 14,708

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

くも膜下出血
に対する脳動
脈瘤コイル塞
栓術の実
施件数（算定
回数）

K178　脳血管内手
術

増加させる 187

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

くも膜下出血
に対する脳動
脈瘤コイル塞
栓術の実
施件数（SCR）

K178　脳血管内手
術

上昇させる 89 100.0

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

急性心筋梗塞
に対する経皮
的冠動脈イン
ターベンショ
ンの実施件数
（算定回数）

K546経皮的冠動脈
形成術（入院)

増加させる 342 39,392

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

急性心筋梗塞
に対する経皮
的冠動脈イン
ターベンショ
ンの実施件数
（SCR）

K546経皮的冠動脈
形成術（入院)

上昇させる 54 100.0

重症度・緊急度に
応じた医療を受け
られている

調査予定

調査予定

調査予定
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5
地域医療政
策課調べ

令和４年 日

5
地域医療政
策課調べ

令和４年 日

6

7

1
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 件 479 2883 856 1004 209 673 29

1
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 件 635 3579 826 1372 339 770 57

1
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 件

2

3
救急救助の
現況

令和３年 人

4
救急救助の
現況

令和４年４
月１日現在

人 74 202 91 132 68 73 48

4
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 回

5

県県消防課
調べ（救急
搬送受入れ
協議会資
料）

令和４年 件 1401 3974 1089 1514 1010 1319 303

6
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 件

6

B

Ｃ

第８次新潟県地域保健医療計画 「救急医療」指標

広域搬送が必要な
患者を速やかに搬
送出来る体制が整
備されている

ドクターヘリ
による広域搬
送患者の予後

メディカルコント
ロール体制の整備
により、救急救命
士等による適切な
病院前救護活動が
行われている

地域MC検証会
の開催回数

地域MC単位で実施
している事後検証
会の開催回数

増加させる

広域搬送が必要な
患者を速やかに搬
送出来る体制が整
備されている

ドクターヘリ
応需件数

ドクターヘリ応需
件数

維持する 2,310

傷病者の搬送及び
受入れの実施に関
する基準が適切に
運用されている

実施基準該当
搬送件数

実施基準該当搬送
人員数

増加させる 10,610

維持する 688 29,389

住民（患者や周囲
の者）が速やかな
救急要請や救急蘇
生を行えている

住民の救急蘇
生法講習の受
講率

普通･上級講習の人
口1万人あたりの受
講者数

増加させる 44 37.3

体調不良時に県民
が救急医療電話相
談やAI救急相談ア
プリを利用してい
る

救急医療電話
相談電話件数

救急医療電話相談
（♯７１１９）の
相談件数

増加させる 6,133

居宅・介護施設等
で生活する高齢者
が急変した場合の
対応方針が地域の
中で決まっている

新興感染症の発
生・まん延時に救
急医療機関が適切
な医療提供が出来
るように平時から
準備が出来ている

救急搬送患者が救
急医療機関等から
療養の場へ円滑に
移行できている

緊急入院患者
の自宅退院数

緊急入院患者の
自宅退院数

短くする

救急搬送患者が救
急医療機関等から
療養の場へ円滑に
移行できている

緊急入院患者
の施設退院数

緊急入院患者の
施設退院数

短くする

単位
新潟県 （参考）二次医療圏

（参考）全国 
目標値（R11） 現状値

増加させる 3,674

メディカルコント
ロール体制の整備
により、救急救命
士等による適切な
病院前救護活動が
行われている

運用救命救急
士数

救急救命士の数

№ アウトカム 指標名 定義 調査名 調査年

体調不良時に県民
が救急医療電話相
談やAI救急相談ア
プリを利用してい
る

小児救急
医療電話
相談電話
件数

小児救急医療電話
相談（♯８００
０）の相談件数

増加させる 7,591
不明・

その他13件

地域住民に対し救
急医療機関の適正
な利用等について
普及啓発を行って
いる

体調不良時に県民
が救急医療電話相
談やAI救急相談ア
プリを利用してい
る

AI救急相談
アプリ
利用回数

AI救急相談アプリ
の利用回数

調査予定

調査予定

調査予定
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6
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 回

6
県地域医療
政策課調べ

令和４年度 ％

7

救急医療提
供体制の現
況調べ（初
期救急医療
機関）

令和3年4月
1日現在

施設 14 48 45 20 2 1 1

7

8
救急患者搬
送先医療機
関調査

令和4年中 施設 1 1 1 1 2 2 1

8
救急患者搬
送先医療機
関調査

令和３年中 ％

8
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和3年4月
1日現在

人 51 616 105 309 66 168 54

8
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和3年4月
1日現在

人 437 4106 884 2098 662 1029 303

9
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和3年4月
1日現在

施設 1 2 0 1 1 1 0

9
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和3年4月
1日現在

人 2 29 5 2 1

9
救急医療提
供体制の現
況調べ

令和3年4月
1日現在

人 71 107 28 49 40

10
厚生労働省
調べ

令和4年6月
1日現在

施設

Ｃ

第８次新潟県地域保健医療計画 「救急医療」指標

地域内で入院医療
が必要な救急患者
の受入・治療する
体制が整備されて
いる

救急搬送件数
４０００件以
上または圏域
内の救急搬送
件数の４割以
上を受け入れ
る病院の応需
率

救急搬送件数４０
００件以上または
圏域内の救急搬送
件数の２割以上を
受け入れる病院の
応需率（実施基準
該当事案）

上昇させる 1

地域内で入院医療
が必要な救急患者
の受入・治療する
体制が整備されて
いる

救急搬送件数
４０００件以
上または圏域
内の救急搬送
件数の４割以
上を受け入れ
る病院数

救急搬送件数４０
００件以上または
圏域内の救急搬送
件数の２割以上を
受け入れる病院数

増加させる 11

救命救急センター
で対応が難しい特
殊な疾病や多発外
傷への対応が可能
な体制が県内で整
備されている

高度救命救急
センター
整備数

高度救命救急セン
ター設置病院数

維持する 1 46

地域内の救命救急
センター等で重篤
な救急患者を受け
入れ、治療する体
制が整備されてい
る

救急部門専任
看護師数

二次・三次救急医
療機関票（救命救
急センター）-救急
担当専任看護師数

増加させる 295 18,488

地域内の救命救急
センター等で重篤
な救急患者を受け
入れ、治療する体
制が整備されてい
る

救急部門専任
医師数

二次・三次救急医
療機関票（救命救
急センター）-救急
担当専任医師数

増加させる 39 3,691

地域内の救命救急
センター等で重篤
な救急患者を受け
入れ、治療する体
制が整備されてい
る

救命救急セン
ター設置病院
数

救命救急センター
設置病院数

維持する 6 291

地域内で入院医療
が必要な救急患者
の受入・治療する
体制が整備されて
いる

二次救急医療
機関の看護師
数

二次・三次救急医
療機関票（救命救
急センターを除
く）-看護師数

増加させる 9,519 511,208

地域内で入院医療
が必要な救急患者
の受入・治療する
体制が整備されて
いる

二次救急医療
機関の常勤医
師数

二次・三次救急医
療機関票（救命救
急センターを除
く）-常勤医師数

増加させる 1,369 97,848

増加させる

休日夜間の初期救
急医療体制が整備
されている

休日夜間に初
期救急医療を
行う医療施設
数

救急医療提供体制
の現況調べ（初期
救急医療機関）の
在宅当番医参加医
療機関数及び休日
夜間急患センター
数

増加させる 131 23,916

休日夜間の初期救
急医療体制が整備
されている

休日夜間（歯
科）急患セン
ター等が対応
している時間
帯・診療科

広域搬送が必要な
患者を速やかに搬
送出来る体制が整
備されている

夜間・荒天時
の広域搬送方
法が定まって
いる消防本部
の割合

夜間・荒天時の広
域搬送方法が定
まっている消防本
部の割合

増加させる

広域搬送が必要な
患者を速やかに搬
送出来る体制が整
備されている

症例検討会・
運行調整会議
の開催状況

症例検討会・運行
調整会議の開催状
況

増加させる

単位
新潟県 （参考）二次医療圏

（参考）全国 
目標値（R11） 現状値

№ アウトカム 指標名 定義 調査名 調査年
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Ｃ 11

12

13
病床機能報
告

令和4年7月
1日現在

施設 0 3 0 2 0 0 0

13
病床機能報
告

令和4年7月
1日現在

病床数 0 24 0 16 0 0 0

13
病床機能報
告

令和4年7月
1日現在

施設 1 5 0 2 2 2 0

13
病床機能報
告

令和4年7月
1日現在

病床数 20 78 0 32 19 30 0

14
救命救急セ
ンター充実
度段階評価

令和４年 施設

15
病床機能報
告

令和4年7月
1日現在

病床数 168 622 120 205 0 101 0

15
病床機能報
告

令和4年7月
1日現在

病床数 173 949 121 248 144 138 100

16

17

施設基準の
届出受理状
況（関東信
越厚生局）

令和５年８
月１日時点

％ 4 23 7 11 9 9 2

17

施設基準の
届出受理状
況（関東信
越厚生局）

令和５年８
月１日時点

施設 1 4 0 3 3 2 0

18

Ｃ 19
NDBデータ
ブック

令和３年８
月１日時点

％

発生・まん延時の
医療提供体制が整
備されている

在宅療養支援診療
所、訪問看護ス
テーション、薬局
等と連携した在宅
医療や居宅介護
サービスを受けら
れる体制が整備さ
れている。

発生・まん延時に
救急外来の需要急
増に対応できるよ
う平時から備えて
いる

感染対策向上
加算届出医療
機関数（救急
医療機関）

初期・二次・三次
救急医療機関のう
ち、「感染対策向
上加算」を算定し
ている医療機関数

増加させる 65

発生・まん延時に
救急外来の需要急
増に対応できるよ
う平時から備えて
いる

オンライン診
療実施医療機
関数（救急医
療機関）

初期・二次・三次
救急医療機関のう
ち、「情報通信機
器を用いた診療」
に関する施設基準
の届出を行ってい

増加させる 12

心肺蘇生を望まな
い傷病者の対応等
について、地域の
関係者が話し合
い、対応方針が決
まっている

心肺蘇生を望
まない傷病者
への対応方針
を定めている
消防本部の割
合

心肺蘇生を望まな
い傷病者への対応
方針を定めている
消防本部の割合

増加させる 42.1% 61.6%

救命期を脱した患
者に対するリハビ
リテーション体制
が整備されてい
る。

地域包括ケア
病床数

地域包括ケア病棟
入院管理料を算定
している病床数

増加させる 1,873

№ アウトカム 指標名 定義 調査名 調査年 単位
新潟県 （参考）二次医療圏

（参考）全国 
目標値（R11） 現状値

救命期を脱した患
者に対するリハビ
リテーション体制
が整備されてい
る。

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ病床数

回復期リハビリ
テーション病棟入
院料を算定してい
る病床数

増加させる 1,216

ICU病床など重篤な
患者に集中治療で
きる体制が整備さ
れている

特定集中治療
室の病床数

特定集中治療室管
理料、救命救急管
理料２・４を算定
している病床数

増加させる 40

救急医療機関と回
復期・慢性期を担
う病院等が連携
し、患者が円滑に
転院できる体制が
構築されている。

各医療圏の課題を
協議する場が設け
られ、地域で課題
が共有・解決に向
けた取組が行われ
ている

地域内の三次救急
医療機関と二次救
急医療機関等との
間で救急患者受入
に関する役割分担
が決まっている

救急部門に転
棟・退院調整
をする者を常
時配置してい
る救命救急セ
ンター等の数

 院内外の連携を推
進し、転院及び転
棟の調整を行う者
が、平日の日勤帯
に常時勤務してい
る救命救急セン
ターの数

増加させる 4

ICU病床など重篤な
患者に集中治療で
きる体制が整備さ
れている

特定集中治療
室を有する病
院数

特定集中治療室管
理料、救命救急管
理料２・４を算定
している病床を有
する病院数

増加させる 5

ICU病床など重篤な
患者に集中治療で
きる体制が整備さ
れている

ハイケアユ
ニット入院管
理料届出病院
数

ハイケアユニット
管理料、救命救急
管理料１・３を算
定している病床を
有する病院数

増加させる 12

ICU病床など重篤な
患者に集中治療で
きる体制が整備さ
れている

ハイケアユ
ニット入院管
理料届出数

ハイケアユニット
管理料、救命救急
管理料１・３を算
定している病床を
有する病床数

増加させる 179

第８次新潟県地域保健医療計画 「救急医療」指標

 

 


